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　人口８千余の喜界島で “挙兵 ”し、奄美群島を平定した喜界クラブは、
そのまま本土へと攻め登った。初陣で60万県都の陥落に成功すると、
破竹の快進撃。ついには薩摩170万を制覇した。
　この快挙は、嶺新一監督をはじめ、選手の奮闘はもちろん、その家族
や仲間、関係者、鹿児島喜界会などの、物心両面の支えがあったればこそ。
どれかがひとつでも欠ければ、成しえなかったかもしれない。
　まさしくシマッチュの勝利である。（８・９・10ページに関連記事）

県下統一
喜界町は「日本で最も美しい村」
連合に加盟しています。
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平
成
21
年
度
喜
界
町
歳
入
歳
出
決
算

　

町
議
会
平
成
22
年
第
３
回
定
例
会
（
９
月
議
会
）
最
終

本
会
議
が
９
月
24
日
に
開
催
さ
れ
、
平
成
21
年
度
の
一
般

会
計
お
よ
び
特
別
会
計
の
決
算
が
承
認
さ
れ
た
。

　

本
町
財
政
の
健
全
度
は
、
県
内
自
治
体
の
中
で
は
上
位

に
あ
る
が
、
全
国
的
に
は
財
政
力
指
数
や
経
常
収
支
比
率

な
ど
の
指
標
か
ら
み
る
と
、
厳
し
い
状
況
に
る
。

　

そ
の
な
か
で
、
必
要
な
各
種
事
業
の
実
施
と
同
時
に
、

継
続
的
な
行
財
政
改
革
に
も
取
り
組
ん
だ
。
そ
の
結
果
、

平
成
21
年
度
の
実
質
収
支
は
一
般
会
計
で
約
１
億
３
千
万

円
の
黒
字
と
な
っ
た
。

　

こ
こ
で
、
21
年
度
の
歳
入
歳
出
決
算
を
お
知
ら
せ
す
る
。

（
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
）

平成21年度歳入歳出決算額

実
質
収
支
は
１
億
超
の

黒
字
確
保

財政健全化判断比率など

内 　 訳 収 入 済 額 支 出 済 額 差 引 残 額
決 算 総 額 10,347,381 10,134,316 213,065 
一 般 会 計 6,224,689 6,070,433 154,256 
特 別 会 計 4,122,692 4,063,883 58,809 

国民健康保険（事業勘定） 1,241,507 1,240,813 694 
国民健康保険（直診勘定） 82,620 82,620 0 

老人保健事業 5,571 5,213 358 
介護保険事業 849,362 796,981 52,381 

後期高齢者医療事業 87,798 87,095 703 
老人福祉施設事業 404,906 400,960 3,946 

屠畜場事業 2,088 2,088 0 
簡易水道事業 895,880 895,153 727 

農業集落排水事業 84,422 84,422 0 
公共下水道事業 468,538 468,538 0 

（単位：千円）

　

平
成
21
年
度
の
歳
入
総
額
は
、
一

般
会
計
と
特
別
会
計
の
連
結
で
約

１
０
３
億
４
、７
３
８
万
円
と
な

り
、
前
年
か
ら
約
３
億
円
の
増
と

な
っ
た
。
一
方
、
歳
出
総
額
も
約

１
０
１
億
３
、４
３
１
万
円
と
な
り
、

対
前
年
比
で
約
３
億
円
強
の
増
と

な
っ
た
。

　

一
般
会
計
で
み
る
と
、
歳
入
総

額
62
億
２
、４
６
８
万
円
。
町
税
は

５
億
６
、５
５
９
万
円
で
、
使
用
料

や
財
産
収
入
な
ど
を
合
わ
せ
た
自
主

年度 実質赤字比率 連結実質
赤字比率

実質公債費
比率 将来負担比率

19 － － 11.80 101.80 
20 － － 11.70 103.90 
21 － － 12.00 91.30 

早期健全化基準 15.00 20.00 25.00 350.00 
財政再生基準 20.00 40.00 35.00 

（単位：％）■喜界町財政健全化判断比率

健全化判断指標 実質公債費比率 将来負担比率市町村名
喜 界 町 12.0 90.3
奄 美 市 15.7 119.2
龍 郷 町 13.7 73.8
大 和 村 18.7 94.7
宇 検 村 19.2 95.1
瀬 戸 内 町 18.4 133.6
徳 之 島 町 17.2 125.3
天 城 町 16.5 131.9
伊 仙 町 14.7 170.7
和 泊 町 15.5 147.2
知 名 町 18.6 159.1
与 論 町 15.0 108.6

（単位：％）■21年度財政健全化判断比率（近隣市町村別）

年度 財政力指数 実質収支
比率

経常収支
比率 公債費比率 起債制限

比率
14 0.16 2.2 89.4 14.0 11.3 
15 0.16 1.9 88.9 14.7 10.9 
16 0.16 0.7 89.0 12.4 10.1
17 0.17 2.8 89.5 12.2 10.3
18 0.18 3.0 86.5 11.2 9.2
19 0.18 3.5 86.7 9.9 8.6
20 0.18 3.9 90.7 8.8 7.7
21 0.18 3.6 89.2 ― ―
標準値 １に近いほど

良い
３～５％

程度が望ましい
70～ 80％
程度が標準的

15％以上注意
20％以上危険

15％以上
注意

（決算統計より・単位：％）■各財政指数
財
源
は
９
億
２
、２
６
９
万
円
で
あ
っ

た
。
収
入
に
占
め
る
自
主
財
源
の
割

合
は
14
・
８
％
。

　

歳
出
総
額
は
、60
億
７
０
４
万
３
千

円
で
約
１
億
５
千
万
円
の
増
。
微
増

の
主
な
要
因
は
、
国
に
よ
る
景
気
対

策
事
業
の
地
域
活
性
化
交
付
金
に
よ

る
道
路
・
公
営
住
宅
・
学
校
施
設
改

修
や
農
業
振
興
事
業
な
ど
。

　

翌
年
へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源

を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
は
、

◆ 将来負担比率 　収入に対し、将来にわたり返済しなければならない借
金の割合。350％を超えると危険水準。
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一般会計の収支状況（決算書より）
（単位：千円）

年度 H２０ H２１区分

歳入総額 Ａ 6,084,581 6,224,689

歳出総額 Ｂ 5,922,655 6,070,433

形式収支額（Ａ－Ｂ） Ｃ 161,926 154,256

翌年度への繰越 Ｄ 25,924 21,718

実質収支（Ｃ－Ｄ） Ｅ ① 136,002 ② 132,538

単年度収支②－① Ｆ 20,291 △ 3,464

積立金 Ｇ 78,064 101,783

繰上償還金 Ｈ 0 0

積立金取崩し額 Ｉ 0 0

実質単年度収支（Ｆ＋Ｇ＋Ｈ－Ｉ） 98,355 98,319

平成21年度歳入決算額

平成21年度歳出決算額

歳入決算額

◆平成２１年度末地方債（借金）
　 　昨年度は新たに４億７４２０万円を借り入れ、
７億８４５０万円を返済した。
　　起債残高は７２億３５４２万円。　（一般会計）

◆平成２１年度末基金（貯金）
　 　昨年度は２億２７８６万円を積立て、取り崩しはな
く、基金残高は２１億３４９６万円となった。

（特別会計を含む）

１
億
３
、２
５
３
万
円
の
黒
字
と
な
っ

た
。（
特
別
会
計
は
別
表
参
照
）

　

経
常
収
支
比
率
は
89
・
２
％
と
前

年
よ
り
０
・
９
ポ
イ
ン
ト
改
善
さ
れ

た
。

　

ま
た
、
特
別
会
計
を
含
め
た
借
金

返
済
額
の
割
合
を
示
す
実
質
公
債
費

比
率
は
12
・
０
％
と
な
り
、
対
前
年

比
で
０
・３
ポ
イ
ン
ト
増
と
な
っ
た
。

◎
主
な
財
政
用
語

◆
実
質
公
債
費
比
率

　

自
治
体
収
入
に
対
す
る
借
金
返
済

額
の
比
率
を
示
す
。
子
会
社
や
関
連

企
業
の
決
算
も
含
め
る
企
業
の
連
結

決
算
の
よ
う
に
、
特
別
会
計
へ
の
繰

出
金
も
含
ま
れ
る
。
18
％
を
超
え
る

と
、
起
債
の
際
に
は
県
の
許
可
が
必

要
と
な
る
。

　

財
政
の
健
全
度
を
測
る
上
で
最
も

重
要
な
指
標
で
あ
る
。

◆
経
常
収
支
比
率

　

経
常
的
経
費
（
人
件
費
、
物
件
費
、

扶
助
費
、
公
債
費
、
補
助
費
な
ど
の

う
ち
臨
時
的
な
も
の
除
い
た
経
費
）

の
た
め
に
、
経
常
一
般
財
源
（
町
税
、

地
方
交
付
税
、
地
方
譲
与
税
の
使

途
が
特
定
さ
れ
な
い
も
の
）
が
ど
れ

だ
け
充
当
さ
れ
た
か
を
示
す
比
率
を

パ
ー
セ
ン
ト
で
表
し
た
も
の
で
、
比

率
が
低
い
ほ
ど
財
政
構
造
は
弾
力
性

が
あ
る
。

◆
町
債

　

町
が
財
源
不
足
を
補
う
た
め
長
期

に
わ
た
り
借
り
入
れ
る
借
入
金
（
一

般
家
庭
で
い
え
ば
家
、
自
動
車
、
教

育
ロ
ー
ン
な
ど
）。

◆
公
債
費

　

町
債
の
返
済
費
。

◆
繰
出
金

　

特
別
会
計
の
歳
入
不
足
の
た
め
一

般
会
計
か
ら
出
し
た
額（
諸
支
出
金
）。

◆
将
来
負
担
比
率

　

収
入
に
対
し
、
将
来
に
わ
た
り
返

済
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
借
金
の
割

合
。
３
５
０
％
を
超
え
る
と
危
険
水

準
。

◆
実
質
収
支
比
率

　

標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
実
質
収

支
額
の
割
合
で
示
さ
れ
る
。
実
質
収

支
が
黒
字
の
場
合
は
正
の
数
、
赤
字

の
場
合
は
負
の
数
で
表
さ
れ
る
。

◆
地
方
交
付
税

　

全
国
ど
の
自
治
体
に
住
ん
で
も
一

定
水
準
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
、所
得
税
、法
人
税
、酒
税
、

消
費
税
、
た
ば
こ
税
と
い
っ
た
国
税

の
一
定
割
合
を
財
源
と
し
て
、
国
が

一
定
基
準
に
よ
り
町
に
交
付
す
る
も

の
で
あ
る
。

6,224,689 千円

歳出決算額
6,070,433千円

町税町税
565,594 565,594 
9.1%9.1%

繰入金 3,154繰入金 3,154
0.1%0.1%

自主財源自主財源
922,698922,698
14.8%14.8%

依存財源依存財源
5,301,9915,301,991
85.2%85.2%

地方交付税地方交付税
2,933,3842,933,384
47.1%47.1%

町債町債
474,200474,200
7.6%7.6%

県支出金県支出金
419,225419,225
6.7%6.7%

国庫支出金国庫支出金
1,303,5471,303,547
20.9%20.9%

その他

国有提供施設等所在
市町村助成交付金

13,228
地方譲与税

 65,434
地方消費税交付金

69,369
自動車取得税交付金

10,861
地方特例交付金

 9,404
利子割交付金

 1,900
交通安全対策特別
交付金

 1,023
配当割交付金

300
株式等譲渡所得割
交付金

116
合計 171,635

2.8％

その他

使用料及び
手数料

65,554
繰越金

91,926
諸収入

119,570
分担金及び
負担金

26,397
財産収入

46,589
寄付金

3,914
合計  353,950

5.9％

人件費人件費
1,163,5311,163,531
19.2%19.2%

公債費公債費
784,743784,743
12.9%12.9%

普通建設事業費普通建設事業費
1,595,7751,595,775
26.3%26.3%

扶助費扶助費
370,518370,518
6.1%6.1%

災害復旧事業費災害復旧事業費
1,9791,979
0.0%0.0%

物件費物件費
737,487737,487
12.2%12.2%

補助費等補助費等
490,354490,354
8.1%8.1%

積立金積立金
236,273236,273
3.9%3.9%

繰出金繰出金
681,626681,626
11.2%11.2%

義務的経費義務的経費
2,320,7922,320,792
38.2%38.2%

投資的経費投資的経費
1,597,7541,597,754
26.3%26.3%

その他の経費その他の経費
2,151,8872,151,887
35.5%35.5%

維持補修費
4,079

投資及び
出資金

1,900
貸付金

168
計 6,147
 0.1%



眼
光
鋭
く
相
手
投
手
を
見
つ
め
る
美
沢

走攻守すべてに理想形を
目指している

抽選で４人の方に、美沢将選手の
サイン色紙を差し上げます。

　ご希望の方は、ハガキに住所・氏名を明記の上、下記
までご郵送ください。メールでも受け付けます。

（平成22年10月29日必着）
〒891-6292（この郵便番号で住所省略可）

喜界町役場　広報きかい係宛
メールの場合はこちら… koho@town.kikai.lg.jp

「お客の反応が一番の教材」
喜高生が実地販売でノウハウ学ぶ

  お買い上げありがとうございます！
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その１ Topics in KIKAIJIMA

美沢、最終戦を猛打賞締め!!
心はすでに来シーズンへ、その決意を語る

　

埼
玉
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
（
２

軍
）
の
イ
ー
ス
タ
ン
リ
ー
グ

最
終
戦
（
東
北
楽
天
戦
）
が

９
月
23
日
、
西
武
第
二
球
場

（
埼
玉
県
所
沢
市
）
で
あ
り
、

美
沢
将
（
喜
界
高
校
卒
、
上

嘉
鉄
出
身
）
の
３
安
打
猛
打

賞
の
活
躍
な
ど
で
、
西
武
が

６
対
５
で
勝
利
し
た
。

　

９
番
二
塁
手
で
先
発
し
た

美
沢
は
、
遊
ゴ
ロ
、
右
前
打
、

中
前
打
と
し
、
５
対
５
同
点

の
８
回
裏
に
は
左
前
へ
運
び
、

勝
ち
越
し
の
ホ
ー
ム
を
踏
ん

だ
。
５
回
か
ら
は
三
塁
を
守

り
、
内
野
は
ど
こ
で
も
守
れ

る
器
用
さ
も
み
せ
、
観
客
席

か
ら
は
「
い
い
選
手
だ
」「
ラ
ッ

キ
ー
ボ
ー
イ
！
」
な
ど
の
声

援
が
飛
ん
だ
。

　

ケ
ガ
に
苦
し
ん
だ
プ
ロ
一
年

目
の
最
終
戦
を
、
勝
利
に
貢

献
す
る
４
打
数
３
安
打
の
固

め
打
ち
で
締
め
、
有
終
の
美

を
飾
っ
た
。

　

そ
の
ケ
ガ
と
は
、
開
幕
か

ら
順
調
に
先
発
出
場
を
続
け

る
中
、
４
月
27
日
の
試
合
中

に
起
き
た
自
打
球
に
よ
る
足

の
骨
折
。
か
な
り
の
重
傷
で
、

ベ
ン
チ
か
ら
３
ヵ
月
半
も
外

れ
、
選
出
さ
れ
て
い
た
７
月

の
フ
レ
ッ
シ
ュ
オ
ー
ル
ス
タ
ー

ゲ
ー
ム
も
辞
退
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
。
美
沢
は
「
ず
っ
と

野
球
が
し
た
く
て
悔
し
い
毎

日
だ
っ
た
が
、
闘
争
心
だ
け
は

持
ち
続
け
た
」
と
振
り
返
る
。

　

そ
れ
で
も
「
打
撃
も
守
備

も
少
し
ず
つ
自
分
の
形
が
見

え
て
き
た
」
と
、
逆
境
を
バ

ネ
に
復
帰
直
後
に
は
、
自
ら

快
気
の
祝
砲
と
な
る
ホ
ー
ム

ラ
ン
を
放
つ
な
ど
、
し
り
上
が

り
に
調
子
を
取
り
戻
し
た
。

　

ケ
ガ
で
規
定
打
席
に
達
し

な
か
っ
た
今
シ
ー
ズ
ン
を
美

沢
は
「
体
力
よ
り
も
技
術
に

不
安
を
感
じ
て
守
備
力
向
上

を
課
題
に
や
っ
て
き
た
が
、

何
も
仕
事
が
で
き
な
か
っ
た
」

と
話
し
、
２
年
目
に
向
け
て

は
「
バ
ン
ト
な
ど

の
チ
ー
ム
プ
レ
ー

や
ベ
ン
チ
の
細
か

い
指
示
に
も
確
実

に
応
え
る
技
術
を
、

こ
の
オ
フ
で
磨
き

た
い
」
と
意
気
込

ん
だ
。
さ
ら
に
「
来

年
は
２
軍
で
結
果

を
残
し
、上
（
一
軍
）

に
行
き
た
い
」
と

決
意
し
た
。

　

ま
た
、「
ケ
ガ
を
し
た
時
に
、

た
く
さ
ん
の
電
話
や
励
ま
し

の
言
葉
を
い
た
だ
い
て
う
れ

し
か
っ
た
」
と
シ
マ
ッ
チ
ュ
へ

の
感
謝
も
忘
れ
な
か
っ
た
。

　

埼
玉
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
の

背
番
号
「
４
」
が
、
西
武
ド
ー

ム
（
一
軍
の
本
拠
地
）
で
活
躍

す
る
日
も
近
い
。

（
写
真
・
文
、
髙
橋
伸
弥
）

　喜界高等学校商業科３年の生徒らはこのほど、町内
のスーパーで販売実習をした。
　この実習は授業の一環で、同校商業科主任の後野勝
広教諭はその目的を「どこに出店すればよいかなどの
市場調査から、仕入れ、値段設定、収支計算など、一
連の作業を生徒自らが行い、３年間の集大成として実
際に現場で学んでもらうこと」と説明し、「直に手売
りして、客の反応を肌で感じることが何より。この経
験を活かして、いつかは起業者が生まれれば」と期待
する。
　実習は曜日ごとに、『Aコープ』と『ふくり』から
提供された駐車場の一角で午後１時半から３時半まで
行われ、味噌や梅干などの食料品を販売した。生徒ら
は「いらっしゃいませ」「ひとつでいいですか」など
と威勢のいい声を張り上げていた。
　販売実習の感想を萩原美香さんは「はじめは大きな

声を出すことに抵抗があったが、今は楽しい。再び来
たお客さんから『おいしかったよ』などといってもら
えるのがうれしい」と話した。
　「たった２時間でも結構売れる」という後野教諭は
「売上金でレジを購入して実習で活用し、加えて就職
に有利な『レジ検定』の合格も目指したい」と話した。
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『望郷』 続佐手久編（非売品）

加藤町長に３連覇を報告する藤山さん（左）

世界にひとつだけのアクセサリー
～ヤクゲー細工～

      多彩な製品ラインナップ

藤山さんが三連覇の偉業 !!　新極真会ドリームカップ空手

シマの話題
望
郷
の
念
を
記
録
に
変
え
て
･
･
･

奥
田
さ
ん
が
佐
手
久
方
言
集
『
望
郷
』
を
発
行

　

佐
手
久
出
身
の
奥
田
八
十
三
さ

ん
は
こ
の
ほ
ど
、
以
前
発
行
し
た

『
故
郷
方
言
集
』
の
続
編
と
し
て

『
望
郷
』（
C
D
付
き
）
を
発
行
し

た
。

　

こ
れ
は
、
奥
田
さ
ん
が
手
書
き

し
た
も
の
を
、
出
版
社
は
使
わ
ず

に
自
ら
印
刷
と
表
装
を
手
が
け
た

た
も
の
で
、
写
真
は
友
人
ら
に
提

供
を
あ
お
い
だ
と
い
う
。

　

内
容
は
佐
手
久
ユ
ム
ィ
タ
を
中

心
に
、
文
法
と
音
韻
（
発
音
）
解

説
、
単
語
集
、
本
田
徹
夫
氏
が
喜

界
島
兇
徒
聚
集
事
件
（
明
治
中

頃
に
あ
っ
た
鹿
児
島
の
商
社
と
島

民
に
よ
る
黒
糖
取
引
に
か
か
る
争

乱
。
警
察
、
裁
判
沙
汰
に
な
っ
た
）

を
題
材
に
し
た
小
説
『
喜
界
島
騒

動
記
』
を
引
用
し
て
の
用
例
集
、

島
唄
の
歌
詞
の
解
説
な
ど
、
多
岐

に
わ
た
っ
て
い

る
。
ま
た
、
活

字
表
現
す
る
こ

と
が
で
き
な
い

発
音
を
記
録
し

た
C
D
も
付
録

し
て
あ
る
。

　

奥
田
さ
ん
は

発
行
に
際
し「
方

言
は
、
そ
の
地

域
の
文
化
風
俗
の
源
泉
と
な
る

も
の
で
、
政
治
経
済
、
思
想
、
心

情
、
知
恵
、
さ
ら
に
は
先
人
た
ち

の
教
訓
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
島

を
離
れ
て
幾
星
霜
、
望
郷
の
念
で

故
郷
の
方
言
を
形
あ
る
も
の
に
し

た
か
っ
た
」
と
想
い
を
込
め
た
。

　たべてもお
いしい夜光貝
（ヤクゲー）
などの殻を再
利用して島を
アピールしよ
うと、工房夢
ひろば（三浦
輝久代表）は
このほど、町

農産物加工センターなどでアクセサリーを展示販売して
いる。
　アクセサリーはすべて三浦さんの手作りで、ネックレ
スや携帯電話ストラップ、帯留、根付（帯に小物入れ
を下げるときの留め具）など幅広い。また、タカラガイ
（シルスビー）も利用している。
　古くから夜光貝の殻は螺鈿（らでん）細工として琥珀
（こはく）や鼈甲（べっこう）と並び漆器などの伝統工
芸品（武具や家具、建築物の装飾）に用いられ、東大寺
正倉院や中尊寺金色堂などで有名。
　三浦さんも相当なこだわりをみせながら「12の工程
があり小さな製品でも時間がかかる。難儀ばかりでおす
すめできない仕事だが、これで島をアピールしたい」と
話し、「削り方、磨き方で表情が変わり、どれも世界に
ひとつ。他島の製品にも負けない自負がある」と胸を
張った。

　

骨
髄
バ
ン
ク
へ
の
寄
付
を
目

的
と
す
る
空
手
ド
リ
ー
ム
カ
ッ

プ
２
０
１
０
（
全
世
界
空
手
道

連
盟
新
極
真
会
主
催
）
が
こ
の

ほ
ど
、東
京
体
育
館
（
渋
谷
区
）

で
あ
り
、
２
年
前
に
初
優
勝
し

た
藤
山
茂
樹
さ
ん（
手
久
津
久
、

本
誌
平
成
20
年
９
月
号
参
照
）

が
見
事
に
３
連
覇
を
成
し
遂
げ

た
。

　

藤
山
さ
ん
は
、
今
年
１
月
に

右
ふ
く
ら
は
ぎ
の
筋
肉
を
断
裂

し
て
出
場
断
念
寸
前
に
追
い
込

ま
れ
た
が
、
漢
方
医
と
し
て
名

高
い
前
川
秀
幸
医
師
（
湾
）
の

適
切
な
治
療
に
よ
り
、
完
治
に

は
至
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
何

と
か
出
場
に
こ
ぎ
着
け
た
。

　

そ
ん
な
藤
山
さ
ん
は
周
囲
が

不
安
視
す
る
中
、
連
覇
中
の
シ

ニ
ア
45
歳
以
上
50
歳
未
満
重
量

級
に
出
場
。
右
足
を
か
ば
い
な

が
ら
ケ
ガ
再
発
の
不
安
と
も
た

た
か
っ
た
。

　

前
川
医
師
や
家
族
か
ら
は

「
無
理
に
優
勝
を
狙
わ
な
く
て

い
い
」
と
言
わ
れ
た
と
い
う
が
、

道
場
生
に
「
常
に
全
力
を
尽
く

せ
」
と
指
導
す
る
立
場
上
、「
腕

や
足
が
折
れ
て
も
た
た
か
い
抜

く
覚
悟
だ
っ
た
」
と
振
り
返
る
。

　

胴
着
を
血
に
染
め
ら
れ
て
、

も
う
ろ
う
と
す
る
意
識
の
中
、

在
京
の
シ
マ
ッ
チ
ュ
や
福
岡
支

部
道
場
の
大
声
援
を
バ
ッ
ク
に

前
へ
前
へ
と
攻
め
続
け
た
藤
山

さ
ん
は
辛
く
も
勝
利
を
重
ね
、

３
連
覇
の
偉
業
を
見
事
に
果
た

し
た
。

  

表
彰
式
で
は
緑
健
児
代
表
（
元

極
真
空
手
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
）

か
ら
「
３
連
覇
お
め
で
と
う
」

と
祝
福
の
声
を
か
け
ら
れ
、
男

泣
き
し
た
と
い
う
。

　

同
大
会
は
、
全
部
門
で

３
５
０
人
を
超
え
る
他
流
派
選

手
と
百
人
を
超
え
る
外
国
人
選

手
も
参
加
す
る
な
ど
年
々
出
場

者
が
増
加
し
、
２
年
後
か
ら
は

国
際
大
会
に
昇
格
す
る
と
い
う
。

　

ケ
ガ
に
よ
り
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
使
え
ず
１
９
０
セ
ン
チ
近
い

大
型
選
手
に
メ
ッ
タ
打
ち
に
さ

れ
、
今
も
通
院
中
と
い
う
藤
山

さ
ん
は
「
来
年
は
も
ち
ろ
ん
、

２
年
後
の
国
際
大
会
は
『
日
の

丸
』
と
新
極
真
会
の
看
板
を
背

負
っ
て
勝
利
す
る
」
と
意
を
決

し
た
。



暮
ら
し
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

　

問
題
や
ト
ラ
ブ
ル
を
抱
え
て
は

い
る
も
の
の
「
こ
ん
な
相
談
恥
ず

か
し
く
て
で
き
な
い
」
な
ど
、
法

律
相
談
す
る
べ
き
か
ど
う
か
で
お

悩
み
の
方
、
弁
護
士
に
よ
る
適
切

な
ア
ド
バ
イ
ス
が
受
け
ら
れ
る
無

料
法
律
相
談
が
左
記
の
と
お
り
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
是
非
ご
利
用
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
し
ま
す
。

●
主
催
者  

　

よ
つ
ば
法
律
事
務
所
（
大
阪
）

●
開
催
日

　

平
成
22
年
11
月
29
日
（
月
）

●
内
容

　
（
講
演
会
）
９
時
〜
10
時

　
（
法
律
相
談
）
10
時
〜
13
時

●
場
所

　

役
場
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル

【
問
い
合
わ
せ
】

　

役
場
住
民
課
戸
籍
係 

　

☎
65―

１
１
１
１
（
内
線
31
）

6

喜界町国民健康保険加入者の皆様へ

　今年度から新たに脳ドック助成制度（１０，０００円）ができました！

　助成等の内容は下記のとおりです。

　わが国の死亡原因で、悪性新生物（がん）、心筋梗塞につづく脳の病気は、あなどるこ

とができません。脳の病気の早期発見や予防を目的とした「脳ドック」は、注目を浴びて

います。少しでも自覚症状のある方は、まずは検診を受診しましょう！

１．助成対象者 （次の条件をすべて満たしている方）

 ・喜界町国民健康保険に加入している 。

 ・ ４月１日現在で40から74歳まで（65歳以上の後期高齢者医療該当者は除く）・前

年度国保税を完納している 。

 ・前年度助成を受けていない。

 ・脳疾患で治療中ではない。

 ・ペースメーカーを装着していない。

 ・閉所恐怖症など狭いところが苦手でない

 ※ 現在の病状、過去病歴、手術の内容などで医療機関の判断から助成できない場合も

ありますのでご了承ください。

２．助成額 （町）

 １０，０００円（１人につき）

 （検査機関は問いませんので、検査前に申請されてください）

３．定員 

 ２０人（先着順） 

４．申請方法 

 申請は保健福祉課窓口に印鑑・保険証を持参ください。

（脳ドック検査費用助成のお知らせ）

お問い合わせ先 
喜界町保健福祉課国保係　☎６５－１１１１（内線３６）

無
料
法
律
相
談
室
開
催

の
ご
案
内   
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国
勢
調
査
へ
の
ご
回
答
は
お
済
み
で
し
ょ
う
か

●
国
勢
調
査
は
、
平
成
22
年
10
月
１
日
現
在
、
日
本
に
住
ん
で
い
る
す
べ
て
の
人
お
よ
び
世
帯
が
対
象
で
す
。

●
記
入
い
た
だ
い
た
調
査
票
は
、
封
筒
に
入
れ
て
封
を
し
た
上
で
調
査
員
に
渡
し
て
く
だ
さ
い
。

● 

平
成
22
年
国
勢
調
査
は
、
我
が
国
が
本
格
的
な
人
口
減
少
社
会
と
な
っ
て
実
施
す
る
最
初
の
国
勢
調
査
で
、

日
本
の
未
来
を
考
え
る
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
最
新
の
人
口
・
世
帯
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
重
要

な
調
査
で
す
。

● 

調
査
結
果
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
法
令
で
使
わ
れ
る
ほ
か
、
社
会
福
祉
、
雇
用
対
策
、
生
活
環
境
の
整
備
な
ど
、

私
た
ち
の
暮
ら
し
の
た
め
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

● 

調
査
員
を
は
じ
め
と
す
る
国
勢
調
査
に
従
事
す
る
者
に
は
、
統
計
法
に
よ
っ
て
、
個
人
情
報
を
保
護
す
る
た

め
の
厳
格
な
守
秘
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

● 

国
勢
調
査
は
、統
計
法
に
よ
っ
て
、調
査
票
に
記
入
し
て
提
出
す
る
こ
と
の
報
告
義
務
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

※ 

回
答
が
お
済
み
で
な
い
場
合
や
、
万
一
、
調
査
票
が
届
い
て
い
な
い
場
合
は
、
役
場
企
画
課
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

総務省・鹿児島県・喜界町

ご
回
答
の
期
限
が
過
ぎ
て
い
ま
す
。
調
査
票
へ
の
記
入
、
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

封筒に入れる前に、調査票の記入に
誤りがないか、確認をお願いします。

■国勢調査コールセンター
　設置期間：平成 22年 10月 31日まで
　受付時間：午前８時～午後９時
　（土・日・祝日も利用できます）

【電話】　0570-01-2010
　※全国どこからでも市内通話料金でご利用になれます。

【PHS・一部の IP電話】　03-6738-6677
　※PHS、一部 IP電話の場合、所定の料金となります。



最後においしい所を持っていった野間弘（左）

×

8

「野球の島 喜界」を証明「野球の島 喜界」を証明
チームワークでつかんだ栄光

並みいる強豪退け２５年越しの悲願達成
優勝の一報に島民も歓喜

　

第
64
回
鹿
児
島
県
民
体
育
大
会
（
県
体
）
軟

式
野
球
の
部
が
９
月
18
日
と
19
日
、
県
立
鴨
池

球
場
と
鴨
池
市
民
球
場
で
行
わ
れ
た
。
地
区
大

会
（
郡
体
）
を
制
し
、『
商
球
』
チ
ー
ム
以
来
、

25
年
ぶ
り
に
喜
界
町
か
ら
大
島
代
表
と
し
て
出

場
し
た
喜
界
ク
ラ
ブ
（
嶺
新
一
監
督
）
は
、
初

戦
の
鹿
児
島
に
延
長
で
勝
利
し
、
準
決
勝
は
昨

年
優
勝
地
区
の
北
薩
（
出
水
）、
決
勝
の
北
薩

（
川
薩
）に
連
勝
。
喜
界
の
野
球
チ
ー
ム
と
し
て
、

初
め
て
の
県
体
優
勝
を
飾
っ
た
。

無敗のまま表彰式を迎え、国旗降納を見守る喜界クラブナイン

　

郡
体
優
勝
の
喜
び
も
束
の
間
、

厳
し
い
練
習
を
積
ん
で
き
た
喜
界

ク
ラ
ブ
。「
や
る
べ
き
こ
と
は
や
っ

た
の
で
地
区
代
表
に
相
応
し
い
試

合
は
で
き
る
」
と
、
嶺
新
一
監
督

率
い
る
ナ
イ
ン
は
大
会
前
日
に
会

場
の
あ
る
鹿
児
島
市
に
乗
り
込
ん

だ
。
軽
め
の
調
整
メ
ニ
ュ
ー
を
こ

な
し
、
気
負
い
す
ぎ
る
こ
と
な
く

決
戦
の
日
を
迎
え
た
。

２
回
戦
（
初
戦
）
対
鹿
児
島

（
18
日
、
県
立
鴨
池
球
場
）

　

初
戦
の
相
手
は
、
60
万
の
人
口

を
抱
え
る
県
都
を
勝
ち
抜
い
た
鹿

児
島
。
新
日
本
石
油
喜
入
基
地

を
主
体
と
す
る
強
豪
で
、
相
手
に

と
っ
て
不
足
は
な
い
。
後
攻
。

　

嶺
監
督
は
「
大
舞
台
に
萎
縮
す

る
こ
と
な
く
、
練
習
の
成
果
と
自

分
ら
し
さ
を
発
揮
し
て
、
ま
ず
は

一
勝
し
よ
う
」
と
檄
を
飛
ば
し
、

選
手
を
送
り
だ
し
た
。

　

大
事
な
初
戦
の
先
発
は
チ
ー
ム

を
支
え
続
け
た
エ
ー
ス
中
島
。

　

１
回
表
、
緊
張
か
ら
守
備
陣
は

硬
さ
が
と
れ
ず
ミ
ス
が
相
次
ぎ
、

や
ら
ず
も
が
な
の
先
制
点
を
献

上
。
攻
め
て
も
チ
ー
ム
の
要
、
四

番
で
主
将
の
辻
﨑
が
負
傷
で
ベ
ン

チ
に
下
が
り
、「
さ
す
が
鹿
児
島

代
表
」
と
思
わ
せ
る
好
投
手
と
好

守
備
陣
に
も
阻
ま
れ
て
得
点
で
き

ず
、
１
点
が
重
く
の
し
か
か
る
。

　

よ
う
や
く
５
回
裏
、
志
立
が
左

中
間
へ
２
塁
打
を
放
つ
と
、
榮
山

が
し
ぶ
と
く
セ
ン
タ
ー
前
に
は
じ

き
返
し
、
振
り
出
し
に
戻
し
た
。

　

守
っ
て
は
４
回
か
ら
野
間
貴
、

６
回
か
ら
は
相
良
を
投
入
し
て
相

手
打
線
を
抑
え
る
も
、
重
苦
し
い

雰
囲
気
の
ま
ま
７
回
を
終
え
、
特

別
延
長
戦
（
無
死
満
塁
で
再
開
）

へ
と
勝
負
は
持
ち
こ
さ
れ
た
。

　

８
回
表
、
内
野
ゴ
ロ
の
間
に

１
点
を
失
う
が
相
良
は
後
続
を

シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
。
特
別
延
長
戦

で
は
「
万
々
歳
」
と
い
え
る
最
少

失
点
に
抑
え
た
。
そ
の
裏
の
攻
撃
、

先
頭
打
者
は
人
一
倍
の
練
習
量
を

誇
り
、
郡
体
で
は
獅
子
奮
迅
の
活

躍
を
み
せ
た
野
間
弘
。
こ
の
試
合

で
も
４
回
に
２
塁
打
を
放
ち
好
調

を
維
持
し
て
い
る
。
果
た
し
て
野

間
弘
が
叩
い
た
打
球
は
右
中
間
を

深
々
と
切
り
裂
き
、「
サ
ヨ
ナ
ラ
」

を
告
げ
る
劇
打
と
な
っ
た
。

鹿
児
島

　
　

１
０
０
０
０
０
０
１　

２

　
　

０
０
０
０
１
０
０
2　

３

大
島
（
喜
界
）

待
望
の
同
点
打
を
放
っ
た
榮
山

　

大
会
前
に
同
窓
生（
S
61
年
生
）

の
志
立
と
「
２
人
で
一
点
と
ろ
う
」

と
約
束
し
た
。
言
葉
ど
お
り
志
立

が
つ
く
っ
た
チ
ャ
ン
ス
に
「
こ
こ

し
か
な
い
」
と
思
っ
て
外
の
ス
ラ

イ
ダ
ー
を
振
り
抜
い
た
。

準
決
勝　

対
北
薩
（
出
水
）

（
19
日
、
県
立
鴨
池
球
場
）

　

前
日
の
激
戦
を
制
し
た
ナ
イ
ン

は
、
鹿
児
島
市
内
の
病
院
で
理
学

療
法
士
と
し
て
勤
務
す
る
光
悠
作

さ
ん
（
湾
出
身
）
の
マ
ッ
サ
ー
ジ

も
受
け
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
。
し
か
し

北
薩
（
出
水
）
は
前
回
優
勝
地
区

の
強
敵
。
先
攻
。

　

先
発
は
仕
事
の
都
合
で
今
大
会

に
出
場
で
き
な
か
っ
た
正
捕
手
・

堀
の
穴
埋
め
に
、
郡
体
後
に
招
集

さ
れ
た
野
間
貴
。

　

序
盤
は
た
が
い
に
攻
め
手
を
欠

い
た
が
３
回
表
、
加
島
、
野
間
貴

の
連
打
と
坂
元
が
死
球
を
も
ら
い

無
死
満
塁
と
し
、
横
山
健
が
相
手

エ
ラ
ー
を
誘
い
先
制
。

　

そ
の
裏
、
連
打
と
四
球
で
満
塁

と
さ
れ
、
内
野
ゴ
ロ
の
間
に
同
点

を
許
す
。
な
お
も
ピ
ン
チ
が
続
く

が
野
間
貴
は
落
ち
着
い
て
「
伝
家

の
宝
刀
」
ツ
ー
シ
ー
ム
で
相
手
４
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一人で投げ抜いた野間貴
「決勝戦に向けて中島・相良を温存できた」

ホームランを放ちスタンドに応える志立

チームを救った横山健のファインプレー

番
を
空
振
三
振
に
斬
っ
て
取
り
、

１
失
点
に
抑
え
た
。

　

５
回
表
、「
日
頃
は
ス
ベ
っ
て

も
大
舞
台
で
は
ス
ベ
ら
な
い
男
」

野
間
弘
が
右
中
間
へ
大
３
塁
打
を

放
つ
と
、
こ
の
試
合
は
捕
手
と
し

て
随
所
に
フ
ァ
イ
ン
プ
レ
ー
を
み

せ
る
横
山
健
が
ふ
た
た
び
相
手
の

ミ
ス
を
誘
い
、
野
間
弘
は
勝
ち
越

し
の
ホ
ー
ム
を
踏
ん
だ
。

　

さ
ら
に
７
回
表
、
す
べ
て
の
練

習
に
皆
勤
し
、
ベ
テ
ラ
ン
と
し
て

チ
ー
ム
を
引
っ
ぱ
る
横
山
竜
が
四

球
を
選
ぶ
。
相
手
バ
ッ
テ
リ
ー
エ

ラ
ー
の
間
に
闘
志
あ
ふ
れ
る
ヘ
ッ

ド
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
を
み
せ
て
２

塁
を
陥
れ
、
野
間
貴
の
外
野
フ
ラ

イ
で
は
３
塁
へ
タ
ッ
チ
ア
ッ
プ
。

送
球
が
自
身
に
当
た
り
フ
ァ
ー
ル

ゾ
ー
ン
に
転
が
る
と
、
迷
わ
ず
本

塁
へ
突
入
。
ノ
ー
ヒ
ッ
ト
で
貴
重

な
追
加
点
を
挙
げ
た
。

　

７
回
裏
、
四
球
と
ヒ
ッ
ト
な
ど

で
１
死
１
・
３
塁
の
ピ
ン
チ
を
招

き
、
ミ
ス
も
あ
っ
て
１
点
を
奪
わ

れ
る
も
、
野
間
貴
は
後
続
を
断
ち

２
失
点
完
投
。
結
果
的
に
７
回
の

横
山
竜
の
激
走
が
、
大
き
く
勝
利

に
貢
献
。
野
間
兄
弟
と
横
山
兄
弟

の
活
躍
が
光
っ
た
。

大
島
（
喜
界
）

　
　

０
０
１
０
１
０
１　

３

　
　

０
０
１
０
０
０
１　

２

川
薩
（
出
水
）

弟
・
健
太
と
あ
わ
せ
３
度
も
得
点

に
結
び
つ
く
相
手
ミ
ス
を
誘
い
、

鴨
池
球
場
に
潜
む
魔
物
を
味
方
に

付
け
た
横
山
竜

　

次
の
塁
と
勝
利
を
目
指
し
懸
命

に
走
っ
た
。
実
際
は
一
杯
い
っ
ぱ

い
だ
っ
た
が
、
ま
だ
ま
だ
足
は
衰

え
て
い
な
い
と
自
信
を
持
っ
た
。

決
勝
戦　

対
北
薩
（
川
薩
）

（
19
日
、
県
立
鴨
池
球
場
）

　

い
よ
い
よ
決
勝
。
相
手
は
日
置
、

姶
良
、熊
毛
を
連
破
し
た
北
薩
（
川

薩
、
薩
摩
川
内
市
）。
後
攻
。

　

チ
ー
ム
結
成
か
ら
こ
こ
ま
で
の

集
大
成
と
な
る
試
合
の
先
発
は
、

や
は
り
エ
ー
ス
中
島
。

　

初
回
は
た
が
い
に
三
者
凡
退
の

静
か
な
立
ち
上
が
り
だ
っ
た
が
２

回
表
、
相
手
先
頭
打
者
に
３
塁

打
を
許
し
、
直
後
に
セ
ン
タ
ー
前

に
打
た
れ
先
制
さ
れ
る
。
な
お
も

ヒ
ッ
ト
や
エ
ラ
ー
で
無
死
２
・
３

塁
と
さ
れ
ピ
ン
チ
は
広
が
り
、
続

く
相
手
打
者
の
打
球
は
痛
烈
な

サ
ー
ド
へ
の
ラ
イ
ナ
ー
。「
や
ら

れ
た
」
と
誰
も
が
覚
悟
し
た
瞬

間
、
横
山
健
が
ジ
ャ
ン
プ
一
番
、

横
っ
飛
び
で
キ
ャ
ッ
チ
す
る
超

フ
ァ
イ
ン
プ
レ
ー
。
そ
の
ま
ま
三

塁
を
離
れ
て
い
た
ラ
ン
ナ
ー
よ
り

早
く
ベ
ー
ス
を
タ
ッ
チ
し
ダ
ブ
ル

プ
レ
ー
を
完
成
し
、
喜
界
応
援
団

か
ら
は
割
れ
ん
ば
か
り
の
歓
声
が

響
い
た
。
立
ち
直
っ
た
中
島
は
後

続
を
断
ち
、
３
回
表
も
三
者
凡
退

に
抑
え
ゲ
ー
ム
を
つ
く
り
、
相
手

に
傾
き
か
け
た
流
れ
を
く
い
止
め

た
。

　

早
く
追
い
つ
き
た
い
喜
界
は

４
回
裏
、
加
島
が
粘
り
に
粘
っ

て
歩
く
。
こ
こ
で
打
席
に
立
っ
た

の
は
６
番
志
立
。
ワ
ン
ス
ト
ラ
イ

ク
・
ノ
ー
ボ
ー
ル
か
ら
２
球
目
の

シ
ュ
ー
ト
を
叩
く
と
、
ボ
ー
ル
は

勝
利
へ
の
懸
け
橋
と
な
る
弧
を
描

き
な
が
ら
空
高
く
舞
い
上
が
り
、

ベ
ン
チ
と
応
援
団
の
「
は
い
れ
！

は
い
れ
!!
」
の
大
合
唱
に
も
押
さ

れ
な
が
ら
、
ラ
イ
ト
ス
タ
ン
ド
上

段
へ
突
き
刺
さ
っ
た
。
値
千
金
、

い
や
値
万
金
の
逆
転
２
ラ
ン
ホ
ー

ム
ラ
ン
が
飛
び
出
し
た
。

　

続
く
５
回
に
は
初
戦
の
ケ
ガ
で

ベ
ン
チ
を
温
め
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
主
将
・
辻
﨑
が
代
打
で
登
場
。

レ
フ
ト
線
へ
目
の
覚
め
る
よ
う
な

２
塁
打
を
放
ち
、
貴
重
な
追
加
点

を
も
ぎ
取
っ
た
。

　

４
回
か
ら
登
板
し
た
相
良
は

無
難
に
相
手
打
線
を
抑
え
て
い
た

が
、
最
終
回
に
絶
体
絶
命
の
ピ
ン

チ
を
招
く
。
四
死
球
と
ヒ
ッ
ト
で

無
死
満
塁
、
さ
ら
に
ノ
ー
ス
リ
ー

と
し
た
。
長
打
で
逆
転
の
難
局
に
、

内
野
陣
は
マ
ウ
ン
ド
に
集
ま
り
相

良
に
檄
を
飛
ば
す
。

　

こ
こ
で
吹
っ
切
れ
た
相
良
は
、

阿
修
羅
の
形
相
と
な
り
、
肩
を
怒

ら
せ
な
が
ら
マ
ウ
ン
ド
を
踏
み
な

ら
す
。「
打
て
る
も
の
な
ら
打
っ

て
み
ろ
」
と
ば
か
り
に
右
腕
を
振

り
お
ろ
す
と
、
気
迫
に
押
さ
れ
た

相
手
は
見
逃
し
三
振
。
続
く
打
者

も
、
捕
手
竹
下
が
荒
れ
る
剛
球
を

「
絶
対
に
後
逸
し
な
い
」
と
ば
か

り
に
体
を
張
っ
て
前
に
落
と
し
な

が
ら
、
三
振
。

　

そ
し
て
あ
と
ひ
と
り
。

　

相
良
の
全
身
全
霊
を
込
め
た
ス

ト
レ
ー
ト
に
相
手
バ
ッ
ト
は
空
を

切
り
、
圧
巻
の
三
者
連
続
三
振
。

　
「
ゲ
ー
ム
セ
ッ
ト
」
の
球
審
の

コ
ー
ル
を
、
ナ
イ
ン
は
勝
利
の
雄

叫
び
で
か
き
消
し
な
が
ら
マ
ウ
ン

ド
に
駆
け
寄
り
、
抱
き
合
っ
て
喜

び
を
爆
発
さ
せ
る
。
大
応
援
団
も

肩
を
抱
き
合
い
狂
喜
乱
舞
し
、
ス

タ
ン
ド
を
揺
ら
し
た
。

北
薩
（
川
薩
）

　
　

０
１
０
０
０
０
０　

１

　
　

０
０
０
２
１
０
×　

３

大
島
（
喜
界
）

殊
勲
の
逆
転
２
ラ
ン
の
志
立

　

好
球
必
打
だ
け
を
考
え
て
い
た

無
心
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
。
榮
山
と「
同

窓
生
で
打
と
う
」
と
誓
っ
て
い
た

の
で
、
実
現
で
き
て
う
れ
し
い
。

優
勝
を
振
り
返
っ
て

辻
﨑
智
徳
主
将

　

こ
の
チ
ー
ム
は
何
で
も
言
い

合
っ
て
、
た
が
い
に
助
け
合
う
素

晴
ら
し
い
チ
ー
ム
。
主
将
と
し
て

は
何
も
思
い
残
す
こ
と
は
な
い
。

　
（
決
勝
の
代
打
安
打
を
聞
か
れ
）

　

初
戦
に
負
傷
し
て
チ
ー
ム
に
迷

惑
を
か
け
た
が
、
決
勝
前
に
監
督

か
ら
「（
代
打
が
）
あ
る
ぞ
」
と

言
わ
れ
て
い
た
の
で
準
備
は
で
き

（
次
ペ
ー
ジ
へ
つ
づ
く
）



表彰状を伝達される峰山さん（右）

蛍光灯を点検し掃除する社員

選手たちの健闘を見守った鶴文字

栄光の喜界クラブナイン（カッコ内は背番号）
主将 辻﨑　智徳（10）
 大山　静也（8）
 加島　欽哉（22）
 横山　竜也（11）
 堀　　倫明（5）
 小窪　祐樹（16）

 坂元　博士（28）
 中島　剛　（18）
 横山　健太（７）
 野間　弘也（23）
 野間　貴也（５）
 相良　忠之（25）

 志立　直樹（19）
 榮山　良樹（１）
 竹下　昇　（９）

監督
   嶺　新一（30）
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シマの話題 その２ Topics in KIKAIJIMA

　公共施設や高齢者世帯への電気保守点検のボラン
ティア活動を続ける大福電設株式会社（福岡功彦奄美
営業所長）はこのほど、高齢者世帯への無料電気保守
点検をした。
　今回は滝川集落など10集落45世帯を、３人の社員
で３日間かけて点検した。
　通常の点検作業だけでなく、漏電を引き起こすホコリ
などの除去や電球や蛍光灯の交換も無償で行った。

　嘉鈍集落の林
ヒロ子さんは「年
寄りは自分でで
きないのであり
がたい。蛍光灯
を３本もただで
替えてもらった。
年金生活なので
助かる」と笑顔
で感謝していた。

大福電設がお年寄り宅で
無料電気保守点検

　災害時の救
援活動や国内
外の医療・福
祉の支援活動
を行う日本赤
十字社へ活動
資金の寄付を
続けたことによ

り、峰山建設株式会社（峰山恵一社長）はこのほど、支
部長（県知事）感謝状を贈られ、加藤啓雄町長から同
社専務の峰山恵喜光さんへ伝達された。
　峰山さんは「当社も普段から社会還元を考えており、
赤十字の活動にわずかでも貢献できればと寄付をさせて
いただいている。思いがけず表彰をいただいたが、これ
を励みに今後とも社会貢献を続けたい」と話した。

峰山建設が赤十字表彰

て
い
た
。
主
将
と
し
て
最
低

限
の
仕
事
が
で
き
た
。

嶺
新
一
監
督

　

優
勝
で
き
る
メ
ン
バ
ー
だ

と
思
っ
た
が
、
ま
さ
か
本
当

に
実
現
で
き
る
と
は
。
選
手

自
ら
色
ん
な
役
割
を
果
た
し
、

皆
さ
ん
の
応
援
が
あ
っ
て
優

勝
で
き
た
。
今
は
選
手
と
応

援
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん

へ
の
感
謝
し
か
な
い
。

祝
福
の
声

全
試
合
で
フ
ェ
ン
ス
に
張
り

付
き
選
手
を
鼓
舞
し
つ
づ
け

た
横
山
竜
の
妻
、
梨
香
さ
ん

　

選
手
の
奥
さ
ん
仲
間
と
千

羽
鶴
な
ら
ぬ
三
〇
二
四
羽
の

「
鶴
文
字
」
を
３
週
間
か
け
て

つ
く
り
、
健
闘
の
願
い
を
込

め
た
。
全
試
合
ハ
ラ
ハ
ラ
し

ど
お
し
だ
っ
た
が
、
最
高
の

結
果
が
残
せ
て
何
よ
り
。

２
試
合
で
好
投
し
た
相
良
の

母
、
真
佐
代
さ
ん

　

最
終
回
の
息
子
の
表
情
を

み
て
驚
い
た
。
以
前
な
ら
あ

の
場
面
で
は
く
ず
れ
て
い
た

か
も
。
社
会
に
で
て
揉
ま
れ

た
お
陰
で
た
く
ま
し
く
な
っ

た
の
で
は
。
み
ん
な
の
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
に
感
動
。

準
決
勝
ス
タ
メ
ン
最
終
回
の

安
打
な
ど
で
活
躍
し
た
坂
元

の
父
、
小
高
喜
代
美
さ
ん

　

息
子
が
出
場
す
る
の
で
同

窓
生
た
ち
と
誘
い
合
い
観
戦

し
た
。
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
展

開
の
中
で
優
勝
し
、
う
れ
し

く
、
選
手
た
ち
を
誇
り
に
思

う
。

町
軟
式
野
球
連
盟
嶺
田
一
成

会
長

　

連
盟
発
足
35
年
を
迎
え
る

に
あ
た
り
県
体
優
勝
し
感
無

量
。
島
の
野
球
は
昭
和
30
〜

40
年
代
に
中
学
生
が
黄
金
期

を
迎
え
た
が
、
当
時
の
野
球

少
年
が
成
人
し
て
も
野
球
を

愛
し
、
発
展
に
貢
献
し
て
き

た
か
ら
今
が
あ
る
。

　

嶺
監
督
は
じ
め
選
手
た
ち

に
、
心
か
ら
敬
意
を
表
し
た

い
。

＊　
　

＊　
　

＊

　

９
月
21
日
火
曜
日
、
早
朝

の
湾
港
は
凱
旋
す
る
ナ
イ
ン

ら
を
出
迎
え
る
関
係
者
な
ど

多
く
の
町
民
で
で
に
ぎ
わ
っ

た
。
10
月
１
日
に
は
町
軟
式

野
球
連
盟
主
催
で
優
勝
祝
賀

会
が
町
内
の
各
野
球
チ
ー
ム

ら
を
集
め
て
、
喜
界
第
一
ホ

テ
ル
で
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

（
写
真
協
力
：
児
玉
大
樹
）
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暮
ら
し
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

国民年金の「確定申告・税控除」についてのお知らせです。

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が発行されます
－年末調整・確定申告まで大切に保存を！－

国民年金だより

　国民年金保険料は、所得税及び住民税の申告において全額が社会保険料控除の対象とな

ります。

　その年の１月１日から12月31日までに納付した保険料が対象です。

　この社会保険料控除を受けるためには、支払ったことを証明する書類の添付が義務付け

られています。

　このため、平成 22年１月１日から９月30日までの間に国民年金保険料を納付された方

については、「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が本年10月下旬から11月上

旬に日本年金機構本部から送付されますので、年末調整や確定申告の際には必ずこの証明

書（または領収証書）を添付してください。

　また、10月１日から12月31日までの間に今年はじめて国民年金保険料を納付された方

については、来年の１月下旬に送付されます。

　なお、ご家族の国民年金保険料を納付された場合も、ご本人の社会保険料控除に加える

ことができますので、ご家族あてに送られた控除証明書を添付のうえ申告してください。

　「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」についてのご照会は、控除証明書のはが

きに表示されている年金事務所へお問い合わせください。

年金受給者のみなさまへ
　　『扶養親族等申告書』は期限までに提出しましょう！

　老齢や退職を支給事由とする年金は、雑所得として所得税の課税対象とされています。（障

害年金・遺族年金は課税されません）

　課税対象となる受給者の方には、毎年11月上旬までに日本年金機構から扶養親族等申

告書が送付されますので、12月１日の提出期限までに必ず提出してください。

　この申告により、翌年中に受けられる年金にかかる所得税の源泉徴収税額が決まります。

もし提出を忘れると各種控除が受けられず、所得税の源泉徴収額が多くなる場合がありま

すのでご注意ください。

　なお、年金以外に収入がある方は確定申告が必要です。

お問い合わせ：奄美大島年金事務所 ☎５２－４３４１、大島税務署 ☎５２－４３２１

平成23年分「扶養親族等申告書」が送付される方

年金
65歳未満 年金額が108万円以上

65歳以上 年金額が158万円以上



開会式での選手宣誓の模様
松村清来選手（左）　園田樹子選手（右）

ソフトボール競技では、中里チームが４年
ぶり２回目の優勝を果たしました。

喜界町中学校全国学力テスト 昨年度との比較

（数字は全国を100としたときの本町の比率）

喜界町小学校全国学力テスト 昨年度との比較

（数字は全国を100としたときの本町の比率）

12

教
育
委
員
会
の
と
び
ら

中
・
高
校
生
・
青
年
が
ス
ポ
ー

ツ
で
交
流
を
深
め
る
!

　

喜
界
町
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議

会
・
喜
界
町
教
育
委
員
会
主
催
に
よ

る
標
記
大
会
を
８
月
29
日
（
日
）、

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
子
ど
も
会
単
位
で
チ
ー

ム
編
成
し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
自

主
性
・
創
造
性
・
連
帯
性
を
育
み
、

進
ん
で
ふ
る
さ
と
づ
く
り
に
参
画
す

る
青
少
年
を
育
成
し
よ
う
と
い
う
目

的
で
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

　

大
会
は
、ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技（
町

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
に
６
チ
ー
ム
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
（
町
体
育
館
）

に
５
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
夏
休
み
最

後
の
日
曜
日
、
白
熱
し
た
試
合
が
随

所
に
見
ら
れ
、
一
球
ご
と
に
一
喜
一

憂
し
て
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

第
34
回
青
少
年
ふ
る
さ
と
大
会

【
試
合
結
果
】

＜

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技＞

　

優　

勝　

中
里
チ
ー
ム

　

第
２
位　

早
町
チ
ー
ム

　

第
３
位　

嘉
手
浦
チ
ー
ム

　
　

〃　
　

赤
連
チ
ー
ム

＜

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技＞

　

優　

勝　

赤
連
チ
ー
ム

　

第
２
位　

湾
チ
ー
ム

平
成
二
十
二
年
度
全
国
学
力
・

学
習
状
況
調
査
の
結
果
に
つ

い
て

　

全
国
の
小
学
６
年
生
・
中
学
３
年

生
を
対
象
に
平
成
22
年
４
月
、
学
力

の
状
況
と
日
頃
の
学
習
の
状
況
を
調

べ
る
「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

左
の
表
は
、
喜
界
町
、
県
、
全
国

の
平
均
正
答
率
で
す
。
本
年
度
か
ら

抽
出
に
よ
る
調
査
結
果
の
集
計
が
な

さ
れ
て
い
る
た
め
県
、
全
国
の
平
均

通
過
率
が
左
の
表
の
よ
う
に
幅
を

持
っ
て
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

下
の
グ
ラ
フ
は
、
昨
年
度
と
の
比

較
の
グ
ラ
フ
で
す
。

　

今
回
の
調
査
結
果
か
ら
次
の
よ
う

な
成
果
と
課
題
が
見
ら
れ
ま
す

【
成
果
】

○ 

喜
界
町
の
小
学
校
の
学
力
は
、
ほ

ぼ
全
国
並
の
高
い
学
力
を
付
け
て

い
る
。

○ 

中
学
校
の
学
力
は
、
昨
年
度
と
比

較
し
て
大
き
く
伸
び
て
い
る
。

○ 

小
学
校
・
中
学
校
と
も
算
数
・
数

学
の
活
用
力
の
伸
び
が
見
ら
れ

る
。

【
課
題
】

○ 

小
・
中
と
も
国
語
の
活
用
を
図
る

問
題
が
全
国
を
下
回
っ
て
い
る
。

特
に
、
活
用
を
高
め
る
た
め
の
授

業
改
善
や
家
庭
学
習
の
質
の
向
上

及
び
十
分
な
家
庭
学
習
時
間
の
確

保
が
必
要
で
あ
る
。

○ 

中
学
校
は
、
昨
年
よ
り
伸
び
が
見

ら
れ
る
も
の
の
全
国
に
届
か
な
い

の
が
現
状
で
あ
り
、
成
果
が
出
て

い
る
取
組
を
継
続
的
に
実
践
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

　

学
力
は
、「
自
分
の
夢
を
実
現
す

る
」
た
め
、「
変
化
の
激
し
い
こ
れ

か
ら
の
社
会
を
生
き
て
い
く
」
た
め

に
、
最
も
基
礎
と
な
る
も
の
で
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
学

力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、
各
家
庭

で
は
、
基
本
的
な
生
活
習
慣
の
確
立

と
学
習
時
間
の
確
保
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

教
育
委
員
会
も
こ
れ
ら
の
結
果
を

踏
ま
え
、
学
力
向
上
に
向
け
て
努
力

し
て
い
く
所
存
で
す
。

小学校 国語A 国語B 算数A 算数B
喜界町 86.7 72.6 72.2 49.1

県 83.7～ 85.1 76.8～ 78.8 72.7～ 74.5 45.9～ 47.9

全国 83.2～ 83.5 77.7～ 78.0 74.0 ～ 74.4 49.1～ 49.5

中学校 国語A 国語B 数学A 数学B
喜界町 69.8 55.4 57.5 39.7

県 73.7～ 74.7 63.6～ 65.1 61.7～ 63.6 39.9～ 41.7

全国 75.0 ～ 75.2 65.1～ 65.5 64.4 ～ 64.8 43.1～ 43.5

※ 県、全国平均の正答率は、95％の確率で示されている範囲内で平均正答率が出るだ
ろうと思われる範囲を示しています。
※この幅の中央値による相互評価は、あまり意味をなしません。
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榮　海璃くん 柏原　悠人くん 田中　美麗ちゃん 竹島　太陽ちゃん

瀧元　楓ちゃん 古川　凜くん 岩川　竜武くん 奥　真彩ちゃん 奥　彩音ちゃん

す
こ
や
か
ニ
ュ
ー
ス

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
（
☎
65
ー
3
5
2
2
）

　

心
配
事
や
過
労
・
ス
ト
レ
ス
が

続
く
と
だ
れ
も
が
う
つ
病
に
か
か

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
「
寝
つ
き
が
悪
く
、
早
朝
か
ら
目

が
覚
め
る
」「
原
因
不
明
の
体
調
不

良
が
続
く
」「
気
持
ち
が
落
ち
込
み

仕
事
に
支
障
が
あ
る
」「
自
分
を
責

め
る
」
な
ど
の
症
状
が
続
い
て
い

る
場
合
は
、
う
つ
病
が
疑
わ
れ
ま

す
。

　

近
年
、
家
庭
や
仕
事
で
責
任
の

重
い
働
き
盛
り
男
性
の
自
殺
が
増

え
て
い
ま
す
。
周
囲
で
う
つ
病
の

サ
イ
ン
に
気
づ
い
た
ら
、
話
に
耳

を
傾
け
、
ゆ
っ
く
り
休
ま
せ
ま
し
ょ

う
。
そ
し
て
1
人
で
抱
え
な
い
で
、

専
門
機
関
へ
の
相
談
や
受
診
を
す

す
め
ま
し
ょ
う
。

１
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ

ん
か
？

【相談窓口】
精神保健福祉センター
 ☎０９９（２５５）０６１７
名瀬保健所
 ☎（５７）７２４３
こころの電話
 ☎０９９（２５５）０７９７・７９７４
いのちの電話
 ☎０９９（２５０）７０００
すこやかセンター
 ☎（６５）３５２２
役場保健福祉課
 ☎（６５）１１１１

【多重債務相談窓口】
弁護士会
 ☎０９９（２２６）３７６５
司法書士会
 ☎０９９（２５６）０３５５
法テラス
 ☎０５０（３３８３）５５２５

　

朝
食
を
摂
る
こ
と
は
と
て
も
重
要

な
生
活
習
慣
で
、
す
こ
や
か
な
1
日

を
過
ご
す
た
め
に
も
欠
か
す
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

　

朝
ご
は
ん
の
習
慣
を
付
け
る
コ
ツ

と
し
て
、
簡
単
で
食
べ
や
す
い
お
に

ぎ
り
や
果
物
・
牛
乳
か
ら
初
め
て
み

て
、
慣
れ
て
き
た
ら
主
食
、
副
菜
、

主
菜
な
ど
を
そ
ろ
え
、
バ
ラ
ン
ス
よ

く
食
べ
れ
た
ら
ベ
ス
ト
で
す
。

　

厚
生
労
働
省
に
よ
る
平
成
22
年
度

の
食
生
活
改
善
の
重
点
活
動
の
目
標

は
「
野
菜
不
足
の
解
消
」
と
「
朝
食

の
習
慣
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
野
菜
不
足
は
あ
と
小
皿
一
つ
分

　

生
活
習
慣
病
予
防
の
観
点
か
ら
、

野
菜
３
５
０
g
が
推
奨
量
と
な
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
日
本
人
は
あ
と

１
０
０
g
ほ
ど
摂
取
量
が
足
り
ま
せ

ん
。
ト
マ
ト
な
ら
半
分
、
野
菜
炒
め

な
ら
半
皿
分
で
す
。
メ
ニ
ュ
ー
も
充

実
し
て
い
る
夕
食
よ
り
、
朝
食
や
昼

食
で
プ
ラ
ス
す
る
の
が
コ
ツ
で
す
。

○
「
朝
食
の
習
慣
」
を
つ
け
る
に
は

　

朝
食
は
睡
眠
中
に
低
下
し
た
体
温

を
上
げ
て
、
体
と
脳
を
し
っ
か
り
働

か
せ
る
大
切
な
役
割
を

持
っ
て
い
ま
す
。
朝
食

を
抜
く
と
便
秘
を
引
き

起
こ
す
原
因
に
な
っ
た

り
、
体
が
飢
餓
状
態
と

勘
違
い
し
て
栄
養
を
蓄

え
る
よ
う
に
な
り
「
太

り
や
す
い
体
」
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
り
し
ま

す
。

『
食
生
活
』
見
直
し
て
み

ま
せ
ん
か

　

ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
は
、
乳
が
ん
で
悲

し
む
人
を
一
人
で
も
な
く
し
た
い
と

い
う
想
い
が
こ
め
ら
れ
た
、
乳
が
ん

の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
重
要
性

を
伝
え
る
た
め
に
世
界
中
で
使
わ
れ

て
い
る
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
で
す
。

　

乳
が
ん
で
悲
し
ま
な
い
た
め
に
・・・

女
性
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
男
性
の
方

も
、
こ
れ
を
機
会
に
乳
が
ん
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

10
月
は
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
月

間
で
す
。

　

今
年
も
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
が
始
ま
り
ま

す
。

　

今
年
の
ワ
ク
チ
ン
は
、
季
節
性
・

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
両
方
に
対
応

す
る
ワ
ク
チ
ン
で
す
。
優
先
接
種
順

位
も
あ
り
ま
せ
ん
。
今
年
は
、
生
活

保
護
・
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
の

方
は
、
無
料
で
接
種
す
る
こ
と
が
で

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
接
種

き
ま
す
。
対
象
と
な
る
方
に
は
個
別

で
文
書
を
お
出
し
し
ま
す
。
接
種
開

始
時
期
が
各
医
療
機
関
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
の
で
、
接
種
さ
れ
る
医
療

機
関
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



国
立
国
語
研
な
ど
の
調
査
団
が
成
果
発
表

「
地
域
と
家
庭
で
シ
マ
ユ
ミ
タ
を
守
ろ
う
」

〜
喜
界
島
方
言
の
特
異
性
を
指
摘
〜

方言調査の様子（坂嶺）

成果発表講演会の様子
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シマの話題 その３ Topics in KIKAIJIMA

　

ユ
ネ
ス
コ
（
国
際
連
合
教
育
科
学

文
化
機
関
）
が
消
滅
危
機
に
あ
る
言

語
と
し
て
指
定
し
た
琉
球
語
（
琉
球

方
言
）
調
査
の
一
環
と
し
て
、
国
立

国
語
研
究
所
副
所
長
の
木
部
暢
子

氏
（
前
鹿
児
島
大
学
文
学
部
長
）
を

中
心
と
す
る
調
査
団
が
９
月
10
日
か

ら
６
日
間
、
喜
界
島
を
訪
れ
た
。

　

今
回
の
調
査
団
は
、
国
語
研
究
所

を
は
じ
め
国
内
外
の
大
学
の
研
究
者

や
大
学
院
生
な
ど
36
人
。
荒
木
や
小

野
津
、
中
里
、
上
嘉
鉄
な
ど
９
集
落

の
高
齢
者
か
ら
、
同
じ
標
準
語
を
そ

れ
ぞ
れ
の
集
落
の
方
言
で
聞
き
取
る

な
ど
し
た
。
調
査
内
容
は
音
声
と
と

も
に
映
像
で
記
録
さ
れ
た
。

　

調
査
を
終
え
た
14
日
に
は
、
役

場
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
に
約

１
７
０
人
の
町
民
を
集
め
て
成
果
発

表
講
演
会
が
あ
っ
た
。

　

講
演
会
は
、
木
部
氏
を
司
会
役
に

「
喜
界
島
の
方
言
の
特
徴
」
を
テ
ー

マ
に
し
て
、
４
人
の
研
究
者
に
よ
る

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（
討
論
）

形
式
で
行
わ
れ
た
。

　

は
じ
め
に
木
部
氏
は
「
国
語
研
究

所
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
地
域
の
方
言
調

査
を
し
、
他
の
文
化
も
あ
わ
せ
た
方

言
地
図
も
作
成
し
て
い
る
。
消
滅
の

危
機
に
あ
る
奄
美
・
沖
縄
や
八
丈
島
、

ア
イ
ヌ
方
言
を
調
査
し
な
が
ら
、
日

本
全
国
の
方
言
を
文
化
的
財
産
と
し

て
世
界
へ
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
も
目

的
と
し
て
い
る
」
と
話
し
な
が
ら
、

各
パ
ネ
リ
ス
ト
（
討
論
参
加
者
）
を

紹
介
し
た
。＊　

＊　

＊

※ 

各
パ
ネ
リ
ス
ト
の
発
言
内
容
は
次

の
と
お
り

ト
マ
・
ペ
ラ
ー
ル
氏
（
京
都
大
学
）

  

島
に
は
古
事
記
な
ど
に
あ
る
古
語

が
生
き
残
っ
て
お
り
、
発
音
法
も
同

様
。
現
在
の
標
準
語
の
方
が
な
ま
っ

た
と
い
え
る
。

　

フ
ラ
ン
ス
も
以
前
に
方
言
禁
止
運

動
が
全
国
的
に
あ
っ
た
。
学
校
で
方

言
を
使
う
と
、
島
で
は
札
を
か
け
ら

れ
た
よ
う
に
、
帽
子
を
か
ぶ
ら
さ
れ

た
。
あ
る
地
域
は
今
も
方
言
が
残
さ

れ
て
い
る
が
、
学
校
の
授
業
や
地
域

の
ラ
ジ
オ
は
、
す
べ
て
方
言
が
使
わ

れ
て
い
る
。
専
門
は
宮
古
島
方
言
だ

が
、
喜
界
島
に
は
個
人
的
に
ま
た
来

た
い
。

新
永
悠
人
氏
（
東
京
大
学
）

　

宇
検
村
湯
湾
集
落
の
方
言
を
研

究
し
て
い
る
。
同
じ
奄
美
の
喜
界
島

方
言
は
共
通
点
や
相
違
点
が
あ
り

興
味
深
い
。（「
私
は
タ
コ
の
刺
身
を

食
べ
た
」「
酒
さ
え
あ
れ
ば
何
も
要

ら
な
い
」
を
、
宇
検
の
方
言
で
披
露

し
て
喜
界
島
方
言
と
比
較
し
た
）

　

方
言
の
保
存
は
学
校
教
育
も
よ
い

が
、
親
も
一
緒
に
学
ぶ
べ
き
。
カ
ラ

オ
ケ
で
の
「
方
言
替
え
歌
大
会
」
な

ど
工
夫
し
て
み
て
は
。

狩
俣
繁
久
氏
（
琉
球
大
学
）

　

27
年
前
に
も
志
戸
桶
や
佐
手
久
、

中
里
、
川
嶺
を
調
査
し
た
。

喜
界
の
方
言
は
奄
美
大
島
や
徳
之

島
よ
り
沖
縄
と
似
て
い
る
。
沖
縄
本

島
北
部
の
今
帰
仁
（
な
き
じ
ん
）
村

で
は
「
空
港
へ
は
こ
の
道
を
ま
っ
す

ぐ
行
っ
て
く
だ
さ
い
」
を
「
空
港
か

ち
ぇ
ー
う
ん
道
ま
っ
す
ぐ
行
き
ん

そ
ー
り
」
と
言
う
。
喜
界
島
方
言

と
は
相
違
点
も
あ
る
が
大
変
似
て
お

り
、
古
く
は
奄
美
よ
り
も
琉
球
と
の

交
易
が
考
え
ら
れ
る
。

　
「
は
な
」
は
沖
縄
各
地
の
広
い
範

囲
で
「
ハ
ナ
」「
フ
ァ
ナ
」「
パ
ナ
」

と
分
か
れ
る
が
、
喜
界
島
で
は
同
じ

島
の
中
で
同
様
に
分
か
れ
て
い
る
の

が
興
味
深
い
。

松
本
泰
丈
氏
（
元
千
葉
大
学
）

　

大
学
を
退
任
し
た
が
喜
界
島
を

調
査
す
る
と
聞
い
て
「
ぜ
ひ
に
」
と

参
加
し
た
。

　

昭
和
46
年
に
大
朝
戸
で
ス
カ
ー

（
急
須
）
の
注
ぎ
口
を
意
味
す
る
「
ス

カ
ン
テ
ィ
ー
」「
ス
カ
ン
ビ
ー
」
な

ど
を
材
料
に
調
査
し
た
。

　

琉
球
言
語
圏
東
端
の
喜
界
島
と

西
端
の
与
那
国
島
だ
け
に
あ
る
共
通

の
表
現
が
あ
り
面
白
い
。

　

阿
伝
出
身
の
岩
倉
市
郎
が
昭
和

16
年
に
出
版
し
た『
喜
界
島
方
言
集
』

は
、
安
易
な
推
察
な
ど
な
く
き
ち
ん

と
調
査
さ
れ
、
大
変
素
晴
ら
し
い
。

日
本
語
の
歴
史
を
解
明
す
る
の
に
役

立
つ
。

＊　

＊　

＊

　

最
後
に
パ
ネ
リ
ス
ト
ら
は
、
方
言

の
継
承
・
保
存
に
つ
い
て
「
方
言
の

価
値
は
低
い
と
い
う
勘
違
い
は
捨
て

る
べ
き
」「
敬
語（
ウ
ヤ
メ
ー
ユ
ミ
タ
）

を
気
に
し
す
ぎ
る
と
逆
効
果
。
子
ど

も
た
ち
が
間
違
っ
た
方
言
を
使
っ
て

も
、
ほ
め
な
が
ら
教
え
る
べ
き
」
な

ど
と
、
そ
れ
ぞ
れ
訴
え
た
。
さ
ら
に

「
外
国
か
ら
の
留
学
生
は
自
分
の
母

国
や
故
郷
を
誇
ら
し
げ
に
紹
介
す
る

が
、
日
本
の
学
生
は
生
ま
れ
育
っ
た

場
所
を
あ
ま
り
知
ら
な
い
。
子
ど
も

た
ち
が
将
来
、
都
会
や
外
国
に
行
っ

て
も
し
っ
か
り
と
自
分
自
身
を
表
現

す
る
た
め
に
は
、
方
言
も
大
切
で
必

要
」「
言
葉
を
覚
え
る
の
は
幼
児
期
。

そ
の
時
に
方
言
で
接
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
、
地
域
や
家
庭
で
方
言

を
使
う
環
境
を
つ
く
る
べ
き
」
と
指

摘
し
た
。

　

ま
た
、
滞
在
中
に
は
調
査
団
の
若

手
メ
ン
バ
ー
３
人
が
喜
界
高
校
を
訪

問
。
国
語
研
究
所
研
究
員
の
平
山

真
奈
美
さ
ん
が
「
私
の
留
学
体
験
」、

同
じ
く
儀
利
古
幹
雄
さ
ん
が
「
研
究

者
を
目
指
し
て
」、
広
島
大
学
大
学

院
生
の
重
野
裕
美
さ
ん
が
「
奄
美
諸

島
の
魅
力
」
と
題
し
て
生
徒
ら
に
講

演
し
た
。
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こ
ん
に
ち
は

　
　
　
　

赤
ち
ゃ
ん

い
つ
ま
で
も

　
　
　

お
幸
せ
に

戸
籍
の
窓

10
月
末
は

町
県
民
税　
　

３
期
分

の
納
期
限
で
す
。

納
期
内
に
必
ず
納
め
ま
し
ょ
う
。

ご
め
い
福
を

　
　
　

お
祈
り
し
ま
す

氏　
　
　

名

拵　
　

ミ
ヤ

平
田
新
太
郎

喜
島　

元
子

武　
　

ナ
ヲ

小
林　

照
男

實　

久
美
子

武
田　

満
雄

牧
岡　

ま
し

年
齢

81
才

92
才

86
才

94
才

77
才

32
才

71
才

97
才

住

所

阿

伝

志
戸
桶

赤

連

白

水

伊

砂

中

間

池

治

赤

連

住

所

城

久

城

久

湾

佐

手

久

　

氏　

名　

上
岡
圭
一
郎

橘
田　

瑞
紀

乾　
　

義
朗

弘
岡
八
十
枝

喜界町の推計人口
（平成22年10月１日現在）

世帯数   ・・・・ 3,721戸 （ 　  １）

人 口   ・・・・ 8,091人 （ 　 16）

男   ・・・・ 3,886人 （  　5 ）

女   ・・・・ 4,205人 （   11）

（　）は前月比

酔よ
い
ふ
よ
う

芙
蓉
白
か
ら
桃
色
紅
色
へ

三み
た
び度

う
つ
ろ
う
酔

よ
い
び
と人

の
よ
う
に

井
澤
紀
美
子

和
歌
文
字
読
み
さ
す
文ぶ

み章
に
深
き

あ
り
命
の
か
ぎ
り
吾あ

は
学
び
た
く

豊
島
　
　

瞳

亡
き
姑は

は

の
法
要
あ
り
て
帰
省
せ
し

久
し
揃
い
ぬ
兄き

ょ

う

だ

い

弟
姉
妹
の
縁

前
田
喜
代
美

早
起
き
は
仕
事
の
前
の
三
分
取
り

良
き
段
取
り
は
九
分
取
り
と
言
う

美
代
　

イ
シ

学
ば
す
と
島
出で

し
児こ

ら
は
遠
く
住
み

変
わ
り
ゆ
く
社
会
を
福
祉
に
和
め
り

中
澤
　

ヒ
デ

〈
ミ
ー
ニ
シ
会
〉

命
ひ
と
つ
消
え
た
る
夕
べ
な
に
事
も

な
か
り
し
様さ

ま態
に
小
雨
降
り
い
づ

嶺
倉
　

祝
子

打
ち
続
く
強
き
日
照
に
立
つ
木
々

の
ほ
て
り
鎮
め
て
夕
風
わ
た
る

林
　
　

蓮
香 

夕
風
に
揺
れ
る
盛
り
の
サ
ル
ス
ベ

リ
撮と

る
ご
と
顔
を
寄
せ
て
和
み
ぬ

有
村
　

道
子

夏
祭
り
夕
風
の
な
か
人
揺
れ
て

夜
店
の
灯
り
一
列
と
な
る平

尾
　

チ
ヨ

澄
み
渡
る
ス
ギ
ラ
ビ
ー
チ
に
泳
ぐ

孫
見
つ
め
る
吾
に
夕
風
優
し

弥
島
　

幸
子

〈
萌
　

葉
　

会
〉

旅
行
か
ば
白
秋
の
里
柳
川
の

船
頭
の
唄
響
き
わ
た
り
し島

崎
　

久
代

朝あ
さ
な
あ
さ
な

朝
ラ
ジ
オ
体
操
清
々
し

昇
る
朝
日
よ
今
日
も
あ
り
が
と
う

平
島
　

初
子

社
協
だ
よ
り

■
香
典
返
し
（
敬
称
略
）

佐
藤　

加か

な菜

金
田
一
総そ
う
し司

住
友　

陽あ

き紀

德
重　

紗さ

き希

登　
　

幸こ
う
へ
い平

達

夫

裕

介
巧

正

智

次

雄

湾
赤

連

赤

連
湾

城

久

土
居　

松
美
（
愛
媛
県
）

米　

須　

克　

彦

長　

井　

廣　

賞

拵　
　
　

三　

好

尾　

崎　

政　

一

小　

林　

メ　

イ

喜　

島　

義　

成

牧　

岡　

俊　

仁

武　

田　

三
千
子

實　
　
　

廣　

志

久　

保　

信　

行

佐
手
久

霧
島
市
在
住

湾
出
身

湾
池　

治

伊　

砂

赤　

連

赤　

連

池　

治

中　

間

荒　

木

千
田　

十と
い
ろ色

酒
井
理り

く

と
久
士

向
井　

恵け
い
が賀

国
料　

凛り

お桜

吉　
　

梨り
あ
ん杏

横
山　

悠は
る

和

典

瑞

代

大

吾

裕

司

輝

也

健

太

湾湾
中

里
湾

浦

原

赤

連

ふ
る
さ
と
寄
付
者
（
敬
称
略
）

今
月
の

ウ
ヤ
フ
ジ
訓

盗ぬ
す
と
ぅ
ー
　
　

っ
人
や

担は
た

み
ゆ
ん
し
く

火
う
ま
つ
　
　や
（
泥
棒
は
担
ぐ
分
だ
け
）

　

盗
難
の
被
害
は
一
部
の
物

や
金
で
済
む
が
、
火
事
は
全

財
産
を
失
い
、
尊
い
命
ま
で

奪
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

　

家
内
安
全
と
無
病
息
災
が
、

何
よ
り
も
大
切
で
あ
る
。

意
味

丸ま
る
ぼ
ー
だ
ー

坊
主

（
火
事
は
丸
坊
主
）

■
寄
付
金
（
敬
称
略
）益　

田　

豊　

英

　
　
　
　

き
よ
え

高
槻
市
在
住

荒
木
出
身 喜

島　

カ
メ

松
本　

忠
治

久
保　

琴
子

88
才

86
才

88
才

手
久
津
久

嘉

鈍

荒

木
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第
28
回

ヘチマ（糸瓜）

西アジア原産でウリ科ヘチ
マ属のツル性一年草。日本

へは江戸初期に中国を経由して
入った。
　実の中に多くの糸状の繊維が
あるため、最初は「イトウリ」、
やがて「トウリ」となった。こ
れを “粋と洒落 ” を本分とする江戸っ子が、トウリの「ト」は『いろは四十七字』では「ヘ」
と「チ」の間にあるので「ヘチ間＝ヘチマ」とした。
　シマユミタは「イトゥウイ」「イトゥーリー」「イトゥーラー」などで、江戸初期の呼び
名が残っている。一方、小野津では「ナバラヨー」と呼ばれる。沖縄方言の「ナーベラー」
の影響があるのかもしれない。
　花ことばは「悠々自適」「剽軽（ひょうきん）な」。

編

集

後

記

　

本
誌
14
ペ
ー
ジ
に
あ
る
と
お
り
、
36
人
も

の
シ
マ
ユ
ミ
タ
調
査
団
が
島
を
訪
れ
、
そ
の

成
果
発
表
講
演
会
は
立
ち
見
が
出
る
ほ
ど
で

あ
っ
た
。
言
葉
は
文
化
の
〝
根
（
ル
ー
ツ
）〞

で
あ
り
、
シ
マ
ッ
チ
ュ
も
自
ら
の
根
に
は
、
大

い
に
興
味
と
親
し
み
を
感
じ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

講
演
会
で
特
に
興
味
深
か
っ
た
の
は
、
沖

縄
本
島
北
部
（
名
護
な
ど
）
の
方
言
と
シ
マ

ユ
ミ
タ
の
表
現
や
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
、
大

変
似
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
事
実
、

奄
美
大
島
や
徳
之
島
の
方
言
は
半
分
も
理
解

で
き
な
い
が
、
那
覇
か
ら
１
０
０
キ
ロ
も
離
れ

た
久
米
島
（
本
島
北
部
で
は
な
い
が
）
に
行
っ

た
時
、
島
民
の
話
す
方
言
の
８
割
は
理
解
で

き
た
。
不
思
議
で
あ
る
。

　

大
調
査
団
が
派
遣
さ
れ
る
ほ
ど
に
シ
マ
ユ

ミ
タ
は
特
殊
性
が
あ
り
面
白
い
。
例
え
ば
「
私

た
ち
」
を
意
味
す
る
言
葉
の
「
ワ
ー
チ
ャ
」

と
「
ワ
ン
ナ
ー
」
だ
。
前
者
は
「
私
た
ち
全
員
」、

後
者
は
「（
話
し
相
手
を
含
ま
な
い
）
私
た
ち
」

で
あ
る
が
、
こ
れ
は
他
の
奄
美
や
沖
縄
に
な

く
、
ア
イ
ヌ
や
モ
ン
ゴ
ル
に
あ
る
使
い
分
け
で

あ
る
。
ま
た
、
古
事
記
や
日
本
書
紀
、
万
葉

集
な
ど
に
あ
る
古
語
と
の
共
通
性
な
ど
、
知

る
ほ
ど
に
興
味
は
尽
き
な
い
。

　

余
談
だ
が
、
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
を
『
ハ
イ
ビ
ス

タ
ー
』
と
呼
ぶ
農
家
が
い
る
。
こ
れ
は
「
単

な
る
間
違
い
」
で
済
ま
さ
ず
、
ポ
ル
ト
ガ
ル

語
で
ガ
ラ
ス
を
意
味
す
る
ビ
ー
ド
ロ
が
島
で

は
『
ビ
ド
ゥ
ル
』
と
な
ま
っ
た
よ
う
に
、
立
派

な
シ
マ
ユ
ミ
タ
と
し
て
認
定
し
た
く
な
る
。

　

調
査
団
の
メ
ン
バ
ー
は
口
々
に
「
喜
界
島

の
方
言
は
美
し
い
」
と
言
っ
て
く
れ
た
。
こ
の

姿
な
き
美
し
く
も
は
か
な
い
財
産
は
、
い
つ

ま
で
シ
マ
ッ
チ
ュ
と
と
も
に
、
あ
り
続
け
る
だ

ろ
う
か
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
植
村
）

クサトベラ（草扉）

熱帯・亜熱帯地域の海岸に自生するクサトベラ科
クサトベラ属の常緑低木。クサトベラ科は16属

400種あるが、日本にあるのはこの種だけ。名の由来
は、葉がトベラと似ており、木であ
るが根部より上の幹は草のように柔
らかいため。シマユミタでは「スーギ」
など。
　昔、ウナグンチャーはスクヌッカー
（アイゴの稚魚）などの小魚漁の際、
テンガー（竹カゴ）から魚が飛び出

さないよう、スーギの小枝も数本入れたという。
　本町指定の自然保護植物17種のひとつ。花ことばは不明。

マダガスカルジャスミン
（ステファノティス）

マダガスカル島原産でトウワタ科ステファノティス属のツル性常
緑低木。田中タエ子さん（上東）宅にて。肉厚の白い花はジャ

スミンと似た芳香を放つためこの名が付いた。写真に見えるマン
ゴーに似た果実は食用にならない。エラブユリなど純白の花を好む
カトリック教徒が、飾り付けに好んで使うという。
　花ことばは「二人で遠くへ旅を」「清らかな祈り」。


